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エ
リ
ツ
ィ
ン
前
ロ
シ
ア
大
統
領
の
葬
儀
に
つ
い
て
の
外
務
大
臣
の
認
識
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
四
〇
四
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

過
去
に
執
り
行
わ
れ
た
外
国
の
元
首
ま
た
は
重
要
人
物
の
葬
儀
に
つ
い
て
、
直
近
の
事
例
を
十
件
挙
げ
ら
れ
た
い
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
で
、
「
ロ
シ
ア
側
か
ら
の
外
交
ル
ー
ト
で
の
連
絡
の
際
は
、
併
せ
て
、
葬
儀
に
外
国
代
表
団
を
公
式
に

招
待
す
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
旨
説
明
が
あ
っ
た
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
の
事
例
の
中
で
、
公
式

に
我
が
国
に
対
し
て
招
待
が
な
さ
れ
た
も
の
及
び
公
式
に
招
待
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

三

二
の
事
例
の
う
ち
、
公
式
に
招
待
が
な
さ
れ
た
も
の
の
中
で
、
我
が
国
か
ら
外
交
代
表
団
が
出
席
し
た
も
の
、
出
席
し
な

か
っ
た
も
の
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
出
席
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
出
席
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

四

二
の
事
例
の
う
ち
、
公
式
に
招
待
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
中
で
、
我
が
国
か
ら
外
交
代
表
団
が
出
席
し
た
も
の
、
出

席
し
な
か
っ
た
も
の
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
出
席
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
出
席
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

一



五

一
般
に
、
一
の
葬
儀
に
際
し
て
、
公
式
な
招
待
を
受
け
る
こ
と
は
我
が
国
か
ら
外
交
代
表
団
を
派
遣
す
る
上
で
の
必
要
条

件
と
な
る
か
。

六

二
〇
〇
七
年
六
月
十
日
に
仙
台
市
で
行
わ
れ
た
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
以
下
、
「
仙
台
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
。
）
に

出
席
し
た
全
て
の
外
務
省
職
員
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国
は
同
一
の
国
家
か
。
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
ロ
シ

ア
連
邦
共
和
国
が
そ
の
政
治
経
済
体
制
、
外
交
姿
勢
、
及
び
我
が
国
と
の
関
係
等
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
、

具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

八

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
仙
台
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
麻
生
太
郎
外
務
大
臣
が
ロ
シ
ア
を
ソ
連
と
言
い
間
違
え

た
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
国
の
外
務
大
臣
が
公
式
の
場
で
ロ
シ
ア
を
ソ
連
と
言
い
間
違
え
た
こ
と
は
我
が
国

の
国
益
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

九

八
の
麻
生
外
務
大
臣
の
言
い
間
違
い
（
以
下
、
「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い
一
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
六
の
外
務
省

職
員
か
ら
「
仙
台
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
最
中
に
「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い
一
」
を
正
す
指
摘
が
な
さ
れ
た
か
。

十

九
に
つ
き
、
指
摘
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い

二



一
」
に
よ
り
、
国
民
に
間
違
っ
た
情
報
が
提
供
さ
れ
て
も
、
我
が
国
の
国
益
に
何
の
影
響
も
な
い
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

十
一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
仙
台
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
麻
生
太
郎
外
務
大
臣
が
「
ソ
連
側
は
斎
藤
大
使
だ
け

を
プ
ー
チ
ン
夫
人
に
面
会
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
」
と
、
実
際
に
は
斎
藤
泰
雄
在
ロ
シ
ア
日
本
大
使
（
以
下
、
「
斎
藤
大
使
」

と
い
う
。
）
が
エ
リ
ツ
ィ
ン
元
ロ
シ
ア
大
統
領
の
御
遺
族
に
面
会
し
た
こ
と
を
、
「
斎
藤
大
使
」
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
夫
人

と
面
会
し
た
と
言
い
間
違
え
た
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
麻
生
外
務
大
臣
に
よ
る
言
い
間
違
い
（
以
下
、
「
麻
生

大
臣
の
言
い
間
違
い
二
」
と
い
う
。
）
は
、
我
が
国
の
国
益
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る

か
。

十
二

「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い
二
」
は
、
麻
生
外
務
大
臣
個
人
の
勘
違
い
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
外
務
省
が
間
違
っ

た
情
報
を
麻
生
外
務
大
臣
に
提
供
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
。

十
三

「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い
二
」
が
麻
生
外
務
大
臣
個
人
の
勘
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
麻
生
外
務
大
臣
の

定
例
記
者
会
見
等
で
「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い
二
」
を
修
正
す
べ
き
と
思
料
す
る
が
、
外
務
省
は
右
の
よ
う
な
方
策
を

も
っ
て
「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い
二
」
に
つ
い
て
国
民
に
説
明
し
た
か
。

三



十
四

「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い
二
」
が
、
外
務
省
が
間
違
っ
た
情
報
を
麻
生
外
務
大
臣
に
提
供
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
坂
場
三
男
外
務
省
報
道
官
の
定
例
記
者
会
見
等
で
「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い
二
」
を
修
正
す
べ
き
と
思
料

す
る
が
、
外
務
省
は
右
の
よ
う
な
方
策
を
も
っ
て
「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い
二
」
に
つ
い
て
国
民
に
説
明
し
た
か
。

十
五

十
三
と
十
四
に
つ
き
、
い
ず
れ
の
方
策
に
よ
っ
て
も
国
民
に
対
す
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
理
由

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い
二
」
に
よ
り
、
国
民
に
間
違
っ
た
情
報
が
提
供
さ
れ
て
も
、
我
が
国

の
国
益
に
何
の
影
響
も
及
ぼ
さ
な
い
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

十
六

「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違
い
二
」
に
対
し
て
、
六
の
外
務
省
職
員
か
ら
「
仙
台
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
最
中
に
「
麻
生
大
臣

の
言
い
間
違
い
二
」
を
正
す
指
摘
が
な
さ
れ
た
か
。

十
七

十
六
に
つ
き
、
指
摘
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
「
麻
生
大
臣
の
言
い
間
違

い
二
」
に
よ
り
、
国
民
に
間
違
っ
た
情
報
が
提
供
さ
れ
て
も
、
我
が
国
の
国
益
に
何
の
影
響
も
及
ぼ
さ
な
い
と
外
務
省
が
認

識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

十
八

「
前
回
答
弁
書
」
で
、
政
府
は
二
〇
〇
七
年
六
月
十
五
日
発
売
の
週
刊
金
曜
日
六
頁
の
記
事
（
以
下
、
「
週
刊
金
曜
日

記
事
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
「
外
務
省
と
し
て
の
意
見
を
伝
え
て
い
な
い
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
答
弁

四



は
「
週
刊
金
曜
日
記
事
」
の
内
容
が
真
実
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
確
認
を
求

め
る
。

十
九

十
八
に
つ
き
、
「
週
刊
金
曜
日
記
事
」
の
内
容
が
真
実
を
反
映
し
た
も
の
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、

週
刊
金
曜
日
に
対
し
て
意
見
を
伝
え
て
い
な
い
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
「
週
刊
金
曜
日
記
事
」
を
読
ん
だ
国
民
は
、

麻
生
外
務
大
臣
が
ロ
シ
ア
と
ソ
連
を
同
一
の
国
家
と
認
識
し
て
い
る
、
「
斎
藤
大
使
」
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
夫
人
に
面
会
し

た
、
的
確
な
情
報
が
外
務
官
僚
か
ら
麻
生
外
務
大
臣
に
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
外
務
官
僚
が
自
身
の
不
作
為
や
準
備
不
足
を
覆

い
隠
そ
う
と
し
て
い
る
等
、
麻
生
外
務
大
臣
及
び
外
務
省
に
対
し
て
誤
解
を
抱
く
可
能
性
が
あ
る
と
思
料
す
る
と
こ
ろ
、

「
前
回
答
弁
書
」
に
あ
る
よ
う
に
、
外
務
省
が
「
そ
の
事
実
関
係
や
報
道
の
も
た
ら
す
影
響
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
」
、

「
週
刊
金
曜
日
記
事
」
に
意
見
を
伝
え
な
い
と
決
定
す
る
に
至
っ
た
具
体
的
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


